
 

 

 

 

 

 

Ⅰ 実践テーマの趣旨 

本校は、令和元年度に北海道教育委員会から「新時代の教育を支える働き方改革促進校(令和２年度

より「推進校」)」に指定され、本格的に働き方改革に取り組み始めた。「働きやすさ」中心の働き方改

革を行ってきたが、コロナ禍を通して、仕事の「やりがい」にも着目することとした。 

 

Ⅱ 実践の概要 

１ 令和元年度～２年度の働き方改革の概要 

本校の働き方改革は、「自分たちの働き方は自分た

ちで決める」を合言葉に、「職務自律性」と「対話に

よる全員参画」をという姿勢を大切にしている。また、

「北海道の学校における働き方改革手引『Road』」の

業務効率化の観点を参考に、業務改善を実施してきた。 

２ 令和３年度の働き方改革概要 

令和３年度は、「働きがいのある学校づくり」を目指して、「働きやすさ」をもう一歩進めて、「やり

がい」という「仕事に対するやる気やモチベーション」に着目した取組を実施した。 

【働きがいのある学校(職場)の６要素】  

❶働きやすさ(要素の内容のみを紹介)             

 均衡～各自の仕事と私生活のバランスが保たれている職場 

 環境～授業に関わる資料・教具等が整理整頓され、働き

やすい環境の職場 

 標準～職場の一員が休んでも担任・分掌等が適切に機能

する職場 

❷やりがい(要素の内容と具体的な取組を記入) 

 感謝～自分の存在や役割が日常的に認められる職場(サンキューカード～１週間に３枚のカードを職場

内のメンバーに渡す取組。コミュニケーションが増え、感謝や認知の雰囲気を根付かせる。 

    職種への理解～４月の会議で、学校内の各職種の勤務時間・勤務内容・配慮事項等について説明

する。特に養護教諭・事務職員等の「一人職」と呼ばれる方々への業務を説明する場をもつ。) 

 対話～自由に意見やアイデアを述べることができ、一体感がある職場(プロジェクトチーム方式～研修

や働き方会議を中心に４～５名の少人数で自由に意見やアイデアを述べる方式。)  

 成長～個人の成長機会が整備され、成長実感を得られる職場(知新版教員育成指標～「北海道教員育成

指標」に４段階の自己評価できるスケールを付けて面談等で活用する。日常の授業改善・放課後

ミニ研修～国語・算数チームでの活動と、月に１～２回のミニ研修で成長機会を提供する。) 

 

Ⅲ 実践による成果(○)と課題(●)  

  ６要素は、達成率 80％以上という数値目標を設定し、成果と

課題を明らかにしている。ここでは２点の成果と１点の課題に

ついて述べる。 

○ 本年度の重点である「やりがい」の２つの項目「感謝」「対  

話」で、80％以上となり、目標を達成した。働き方改革は、

「働きやすさ」ばかりに目がいきがちだが、「やりがい」も

大切にしていきたい。 

● 「均衡」(ワーク・ライフ・バランス)の数値が低くなって

いるため、教職員から困り感や要望を聞き取り、改善を図っ

ていく必要がある。 
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